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公益社団法人 ( 平日９時～ 17 時 30 分 )

人口と世帯の動き － 11 月１日現在－
(  ) 内は前月比

人口   110,911 人   男 53,727 人   女 57,184 人   世帯数 46,759 世帯
前月比  ( 85 人減 )    ( 52 人減 )    ( 33 人減 )            ( 12 世帯増 )

｢ ユニバーサル ｣広報｢ユニバーサル ｣広報

くらしの情報をお届け！
音声・動画【手話・字幕】で

20 秘 8-011 他

ー 

み
ん
な
で
考
え
よ
う
三
田
の
未
来
を 

ー

｢

人
口
減
少
に
も
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り｣

　

10
月
25
日
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
熱

い
想
い
を
持
つ
市
民
が
集
ま
り
、
第
５

次
三
田
市
総
合
計
画
策
定
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ｢

え
が
こ
う
！
さ
ん
だ
の
未

来
図｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、市

役
所
内
で
は
、
各
部
局
か
ら
選
出
し
た

係
長
級
16
人
か
ら
な
る｢

職
員
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ｣

が
発
足
し
、計
画
策
定

業
務
の
一
端
を
担
う
な
ど
、
令
和
３
年

度
末
の
完
成
を
目
指
し
た
総
合
計
画
づ

く
り
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
は
、｢

人
口
減
少
に
も
負
け
な
い
ま

ち
づ
く
り｣

を
今
後
の
三
田
の
ま
ち
づ

く
り
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、 ｢

市
長

は
、
人
口
が
増
加
す
る
元
気
な
ま
ち
を

あ
き
ら
め
た
の
か｣

、 ｢

人
口
減
少
と
い

う
言
葉
に
は
希
望
が
持
て
な
い｣

と
い

う
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
は
三
田
が
こ
れ
か

ら
も｢

元
気
で
希
望
が
持
て
る
ま
ち｣

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
決
し
て
あ
き
ら

め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
日
本
全
体
が
長
期
的
な
少
子
化

に
よ
り
、
人
口
減
少
の
時
代
へ
と
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

り
、
避
け
ら
れ
な
い
流
れ
で
す
。
そ
う

し
た
中
で
、
人
口
流
出
の
抑
制
と
移
住

施
策
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
少
な
く

と
も
人
口
減
少
は
最
小
限
に
抑
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
人

口
が
減
っ
た
と
し
て
も
、 

市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て｢

元
気
で
希
望
の
持
て
る

ま
ち｣

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と｢

人
口

減
少
に
も
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り｣

を
、

そ
し
て｢

三
田
の
未
来｣

を
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再生紙を使用しています

再生紙を使用しています

三田の
未来を

還付金詐欺が
多発中！！

｢ ATM へ行ってください ｣ は詐欺です！！
ちょっと
待って！

高齢者宅をねらった、市職員を偽る ｢ 還付金詐欺 ｣ が多発しています。
市から ATM( 現金自動預払い機 ) の操作を指示することは絶対にありません。
 ｢ 市役所 ｣｢ 還付金 ｣｢ATM｣と電話があればすぐに 110 番を！(三田警察署＝563-0110)

　市では、これからも住み続けたい三田のまちを創るため、｢ 第
５次三田市総合計画 ( ４～ 13 年度の 10 年間 )｣ づくりを進めて
います。総合計画は、将来、三田市をどのような ｢ まち ｣ にし
ていくのか、そのために ｢ だれ ｣ が、どのような ｢ 取り組み ｣
を行うのかをまとめたものです。｢ だれ ｣ には行政だけではなく、
市民や事業者、三田に関わる全ての人が含まれます。
　三田の未来をどうしたいのか、そのために私たちにはどんな
ことができるのか、一緒に考えましょう。
問い合わせ＝政策課 ( 559-5038 FAX 563-1366 )

　三田に住み・働き・学ぶ人が集い、
｢ 私たちは、2032 年の三田をこんな
まちにしたい ｣ という想いを出し合い、
｢ そのために私たちができること ｣ を
語り合いました。

　市民、児童・生徒、団体の皆さんに
まちの現状や将来像などについてアン
ケートを実施しました。結果は市ホー
ムページなどで報告します。

■ 市民意識調査
　18 歳以上の市民の中から、地域ごと
の人口分布などを考慮して無作為に抽
出 ( 3,000 人 )
■　小・中学生、高校生アンケート
　市立小学校５年生 ( 約 1,100 人 )、市
立中学校２年生 ( 約 900 人 )、市内高
校２年生 ( 約 1,500 人 )
■ 団体アンケート
　市民活動情報サイトきっぴ～ねっと
登録団体 ( 約 500 団体 )

｢

第
５
次
総
合
計
画｣

策
定
に
向
け
て
始
動

　｢ 三田の未来 ｣ を想いえがき、共有し、その実現に向けて力を
合わせて取り組むための新しい総合計画を、まち全体で共に創っ
ています。

新しい総合計画は、　
まち全体で ｢ 共に創る ｣

　これからのまちづくりには、若者の力
が欠かせません。今回の計画策定には、
パートナーズと呼ばれる若者が参画して
います。パートナーズは、三田青年会議
所、市商工会青年部、関西学院大学、
湊川短期大学に関わりがある概ね 40 歳
までの人で構成され、左記ワークショッ
プの進行役を務めました。

総 合 計 画 策 定 ワ ー ク
ショップ ｢ えがこう！
さんだの未来図 ｣

総合計画策定
パートナーズ

市民等
アンケート

■ まずは市民の皆さんの声を聞い
てみたかった。ワークショップで
いろいろな考えを持つ人と話がで
き勉強になった。

パートナーズに聞きました

■ 10 年に一度の大きな機会。この
タイミングに居合わせたチャンス
を大切に、自分の力を生かしたい。

voice

い想 えがく


